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序 一-CI  

ci代遺跡は、郷土の歴史を解明する資料として軍要であ りますが、近年、生活基盤 ・生産基豊富

整備事業が行われ、乙れらが綾滅する恐れがあり、文化財保護の立場から大きな問題として取り

上げられるようにとよりました。今回の発振調査は、昭和51年秋、宗教法人平和教会が、修業殿

を安源寺宮袈の畑地に建設する乙とになり、乙の地絡は、安源寺遺跡内lζあるので、事前に緊急

発掘調資を災絡し、記録保存を函るととにしました。

調査顧11¥1ぞ県文化財保護審議委員金井喜久一郎先生に、調査団長を県文化財保護指導委員金井

汲次先生にお願いし、調査員lζ回111幸生 ・関幸一 ・田原長則・金井文司・小野沢挺の各先生、調

査補助員として明治大学学生小池久男氏ほか地域考古学問好の諸氏、教育委員会駿員等多くの皆

きん方のC協力を得て、昭和51年 11月11日から12月25日まで発掘調査を実施しました。

自の短いI時期であり、また、降雨降雪等悪条件のもとでありましたが、顧問 ・調査団長・先生

方の綿密なiH・岡と適切なと街将のもと、調査員の皆様方の献身的なと努力により、次K掲げるよ

うな立派な成果をおさめていただきました。

弥生後期住居枇4戸 ・半地下式'JZ窯1基・土師住居枇3芦 ・鍛冶屋枇1戸 ・土鉱墓4奉その他

数多くの貨軍な資料が出土しました。

これらの資料は、乙の期の文化相の有力な手がかりとなり、また、古代の集落と産業機造を究

明するうえに、極めて重要な資料であ今、よろとぴlζ嚇えないと ζろであります。

以上、今期の調査結集は、いくつかの新しい知見をもたらすものであって、 ζれが学界に寄与

すると ζろが大きいと信ずるのであります。

乙の緊急発掘調1Hζ従事してくださった多くの方々のご努力に対し心から感謝を申しあげると

ともに、団長金井滋次先生のと努力により、ζのような立派な報告密が出来ましたことは、誠に

有難く、よろ乙ぴに場えないところであります。

乙の報告Sが、郷土の歴史解明iζ役立ち活用されるととを心から念じ~といたします。

阻和54年3月

中野市教育委貝会

教育長 山 田 芳二郎

一-1由ー
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I はじめに

宗教法人平和教会(中野教会長 一 山栄一氏)は安源寺遺跡の一部l乙修行殿の建設を計画した

ため、 事前lζ記録保存のための発掘調査ぞ行った。以下は、その記録の慨要~まとめたも のである。

中野市教育委員会は昭和51年春以降、平和教会の自任者と協議をか怠ね、 10月上旬に当該地の

緊急分布調査争行って、遺精 ・造物の所在を確認し、諸般の手続きをとった。

。

。甜t土~L'l

lom 

第l図 遺梅全図
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発掘調至宝は劇へ傾斜

地の休耕畑で、次去の

ごとき場所である。

第 l表発御調査地表

地字

大字安源寺字宮袈

// 

第

2
図
調
査
団
メ
ン
バ
ー

備 考

2縫合計1，028m1 地主 山崎正治郎氏

発掘調査の体制は次のごとく編成した。

調査官任者 中野市教育委員会教育長 山田芳二郎

調査顧問 長野県文化財保護審議委員 金井喜久一郎

調査団長 長野県文化財保護指導委員 ・日本考古学協会員 金井政次

調 査 員 中野市立長丘小学校教諭・日本考古学協会員 田 川 幸生

長野県立須坂慶芸高校教諭・日本考古学協会員 関 孝

中野市更科・長野県考古学会員 祖原長則

小布脇町教育委員会・長野県考古学会員 金井文司

中野;'IJ.股業委員会 ・長野県考古学協会員 小野沢 縫

調査補助長 明治大学学生 小池久男

中野市七瀬・高弁地方史研究会編集副都・長 長針 功

中野市七綴 ・高井地方史研究会員 池田実努

中野市七瀬 ・高井地方史研究会員 畔上克臣

事 務 局 中野市教育委員会教育次長 古 川光 夫 • 
// 社会教育係長 小池章夫

/1 社会教育係 黒崎利男

発掘調査事前準備は11月11・12日両自にわたり、草刈り雑木伐採、区のグリッ卜設定211、天事事

張り等を行い、 13 n f<:鍬入式を挙行して本格的な発掘を開始した。晩秋の:ltf， ì~は短目の上に、朝

は結が臼く、 時として雪の舞う日もあって作業は量産渋した。また rU J 1<:のべるよう に予想外の遺制
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遺物が多く文化庁へ

届けた12月10日まで

には終了するζとがで

きなかったため、 15日

聞の期間短長を願い出

て、 12月25白にょう

ゃく完了した次第であ

る。

乙の問、県文化財保

.. 越線議会長一志茂樹先

第5図 liU旗遠景
佳、同辞職員宮本馨太

郎先生がと視察 F~れ

1145い立場からと指導わ賜わり、また県教育委員会文化課指導主事樋口f:t:ー・丸山倣一郎先生の現地指

導を紛わった。 8らに楠原鎚・高橋桂・松沢芳宏先生はじめ多くの研究者の現紛指導と助雷ぞいただ

いた点について、ともども厚く感謝申しあげる次第である。

発偲作業は晩.f;kから初冬にかけての君事い折にもかかわらず多勢のと参加をいただいた。次iζ御芳名

をかかげ心からおネしをゆしゐげたい。 (順不同 ・敏初端)

小林 t事 佐藤嘉市 高野定雄 小林俊幸 山田みどり

神田鍛治 小林行保 中丸政範 若林繁作 皆林菊之助

藤沢栄治 小林策助 高見沢市郎 割問市太郎 山崎義郎

問中峰夫 市川洋子 神田 一 山崎岩男 宮島範重

小野定雄 荒井よしゑ 金井正彦 小池 也 堀内義陣

西原 !E 有賀義 有賀充次 丸山和司 谷原武志

ィ年原則治 町阻盟歪 高木 学 春・ 原 成 阿藤自筆男

近線千代奨 町田和江 丸 山 修 佐藤茂治 下回白人

鈴木茂子 小 的 安子 宮島信男 篠 原 三 男 小林 実治

筒井和彦 荒井ひろ 武田文江 春!京ひろ子 小 島 ト

川 口愛子 竹内ひ ~ 森川ゆき子 渡辺正下 阿藤今朝美

増田直陥 依田貞明 関 章 深見晴彦 小池久志

• 中沢吉主主 佐藤武婦 回中正校 永峰義久 済厳かおり

町田同文 小池和幸 飯島 正 丸山けさみ 永井明美

永井 徳 永井正 小林文雄 小林いきお 黒岩よしひ ζ

内藤まゆみ 拐出川美佐子 春原紀行 鈴木 男 小沢けさ江

阿部 専 金子順一 神田智仁 小体清孝 長針ゆかり

田川園子 松島みどり 関 武 春原雄司 酒井 覚
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II 遺跡、の立地と 環境

千曲川は善光寺平lζ入ると、いよいよ母なるJfIの級相を呈し流峨は肥沃な穀倉地帯となっている。

宣白ラ北流した川は立ケ花地籍から低い峡谷に入り、流路は一定するが、古牧地籍からは乱流をはじめ

木島・常盤平の穀宮地が展ける。

齢時平の北限』乙位する中野平は通除「延徳田醐Jとも呼ば九乙の図闘を囲続して各時代各種の

複合遺跡が点在している。第4図はその分布ぞ示したものである。

延徳田園をめぐって、 東

lζは夜間瀬川が志賀高原か

ら土砂聴を運級機積して作

った広大で模式的な中妻子扇

状地があり、南は三沢山~

山田峠~雁田山の一連の山

山の郵lζ鋸銭状に発達した

小国地、西南l乙は松川によ

って形成された小布施扇地、

西は千曲111の白然虚防上lζ

築造された大鹿肪がある。

延徳悶闘はそれ等にとり阻

まれた後背低湿地で、大足

防のできる以前は沖積氾滋

原で冠水による被害の多か

った所であった。

口鮮によれば、往古は一

大溜水制で、 週間期と呼ば

れたと伝えられ、周辺の遺

跡からは漁撹に使用したと

!ぷわれる弥生時代から古代

にかけての土製管状土錐の

出上伊tが多く、また舟つな

ぎ石等の朔にちなんだ伝説

が数多く残っている。おそ

らく千曲111・夜間瀬111.松

川の氾濫が頻繁で沼沢地状

ぞ呈していたものであろう。

1安源寺

5前山首領

9岡山石mtl下

古翁

第 4図 遺跡付近図

2.大穆出土地 S片境 4 七瀬双子塚古境

6新井大ロフ 7 小国中夜間 8 ~間

10金銭山市境 11中子塚境 12綬沢

(X 旧石器遺跡 a弥生遺跡 ・土例ii岱跡

A 古績 n窯跡)

-8ー
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第2褒周辺遺跡表

:af号 遺 跡 地形 遺 物

417 ヒ 瀬 山腹 的太形蛤刃石斧 ・ll:}台的前期端(3ケ)他破片

422 安 源 寺 山陵 側前期破片・勝坂式問・加曽利E式、石鍬・打石斧.8書石斧・石

宮袈・峰 匙・石槍・凹石・麿石・石皿・磁石・訣状茸飾的栗林式ω-箱
立辺 ・石 的水式高土不潔台、土銀、踏石鍛・打石鍬・太形蛤刃石斧 ・周平

原 ・臼向 片刃石斧・石窟了・凹石・細形管玉出前期小形紺 ・後期糸切

八幡社 m開後期、ガラス玉、窯浮
423 栗 林 山陵 開荒山式・栗林式・百瀬式紡錘!fi(土製λ打石銭・磨石鍬・太

北原・松 形蛤刃石斧・腐平片刃石斧・小形縫石斧・石鋸・石庖丁・石鎚・

原・野地 潟町影管玉・勾玉・ガラス小玉・滑石模造品(住居主[iY)り)

426 立ケ花舗 低湿地 ω前期一 無文高t不・越・その他破片後期一糸切皿・蓮
427 立 ケ 花 11 

(品軒割)
t目前期一 高坪・碗後期一糸切血関破片

430 車問(土橋) 1/ 鮒箱清水式倒的前期一高坪・紺・1不・郵・その他破片修)

431 11 (中組) 台 地 側 中期盛、太形蛤刃石斧

432 11 (高屋敷) 11 鮒後期高杯、凹石

第3~度周辺黛従事草委

番号 窯 hl群 地形 遺 物 備 5号・

47 茶自室長 丘陵 縦士lt群(7基発銅) 側中野市教育委員会

48 大久保 同 m枇群(4基発織) 闘中野市教育委員会

49 東池田 同 窯搾・混恵器 倒高丘小学校

50 林 畦 同 窯f宰・須慈雲苦(糸切底) 樹高丘小学校

51 中 原 同 窯作・須恵器 備高圧d学校

52 立ケ1!表山 同 黛枇群(2~ま発関) ・ 窯浮 ・ 須恵器 問中野市教育委員会

53 池 閏 同 熊枇・須恵器 ・布目瓦
平安wlと思われる布図瓦
めり

池田端 同 窯hl・須恵器

;，7/1<山襲 同 窯枇・須恵器 働問削母校

高正丘陵は、延徳田闘の北から西へかけて横たわり、際高340"-'390rnの地股的低い丘陵であるが

各所に起伏が多く旧石器時代以降の後合遺跡が多い。なかでも築林遺跡(県史跡)は弥生中期の概式

遺跡として著名である。

安源寺遺跡は古くより文献(高丘村総・下高芥郡誌・下高弁)に記録きれ、式内社小内神社を中心

に東西300111、南北800m、の一大複合遺跡で旧石告書時代から近世に及ぶものである。 すでに過去ニ

-9-



聞にわたって発蝦調査が央総され、それぞれ報告脅カ汗IJ行されて、その概要を示すと次のようである。

①第一次発掘調査 昭和26年10月5臼.......11日 (担当国川幸生)

(1) 縄文時代(前 ・中期〉 石器片・土器片

ω 弥生時代(後期) 土拡基 ・石総片 ・土1m

@第二次発掘調査 昭和41年 5月27日.......6月19日 (担当金井扱次)

ω 旧石~時代(後期) 石器・石屑(少)
ω縄文時代(前 ・中期) 土怨・石総 ・土偶
。)弥生時代(中 ・後期) 土器 ・上拡基祉(13 ) 

(4)古 代 トンネJレ式無段登 (1)・土1広基祉(11)・須恵援・布目瓦片(少)・ 土師住居

(5)中世

(6) 近世

社 (1)・土器

土葬基(2)・人骨・古銭(12)・釘・火葬島(12)・人'Pt.指鉢片

土葬基(2)・人骨・小柄-古銭・鍔片

安源寺遺跡の台地に立って東南部を眺望すると中野手の美団地借を一望におさめるζ とができる。

古く は弥生中期の時代に汀線利用の稲作閲始によ って、ζの地の*作のぺ-:;ははじまるのである。

段耕具の発達、生産技術の向上した弥生後期ILU:rr線の耕地は次第に滋大し、台地上の集がは一段と

大き く広まった。その後歴史の進展とと もに開拓は進み、生産に従弔した人々の遺構・造物が複合し

て発見され、現在の集落の母体をなしている。

今次の調査地は安源寺遺跡のほぼ中央部lζあたり、小内神社から東へ約160m離れたと ζろにあっ

て、標高は350.......354mで、ゆるやかに東南へ傾斜し、日当たりがよく、付近には湧泉にめぐまれた・

立地条件のよい場所である。

-10-
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III 遺構・遺物

1 1日石器時代の遺物

造物は小内神社裏150mを中心に、かなり広い範囲にわたって分布しているが、今次の調査では一

次的包含層は確認する ζとはできなかった。遺物は各グリットの表層から出土が5点、弥生1号住居

枇(1)、弥生1号土拡基(2)からの2点と、合計7点のみであった。 (1)は良質透明の黒昭石製の平

思形彫亥獄宮である。(2....... 6 )は石刃

で、(2)は黒頁岩の大形石刃で使用痕

がある。 他は黒昭石で(5)は巾形石刃、

(3"-5)は小形に属する石刃で、以

上はナイフ期最終末にゐたる。 (7)は

質の良い黒曜石製の尖頭器で純文務創

期に該当し、古代窯枇灰原付近から検

出された。

2 縄文時代の遺物

直 ;愚 qe胃階
。馴-g3

合
σ
s
一

命

V

-

怠
問
。
一〈ここ〉

鋼管5図|白石器実測図

今次調査は第二次調査と同級に股乱状態の出土遺物をみたのみで遺構は検出きれなかった。迫物の

1ilも比較的少なく、資料としては貧弱である。

土器 (第7図 1 --13) 各グリッ トから採取したもので、前期・中期の小・細片60余点である

が割合K撞滅している。(1 )は抱文の緩相から前期神ノ木式併行であろう。(2--13) は中期の加

白利E式が中心で1廷は此般的多い。胎土Kはi)>粒 ・雲母を合み色調は茶褐色または褐色を呈する。

土偶 (14 )はグリット L13の地表下 45cmの褐色粘上J留の直上から検出された。頭部と脚部を

欠失した胴部のみのもので平板な形令呈し、胎土 ・焼成ともにかなり良好で、赤褐色でゐるが左手先

は背黒のくすね色とはっている。手1mはややよ向きに付おしているが、左手L房下部は少し欠損痕があ

・マ "'.>>V"~百社、 官且_0"'... j i 1.晶許す世炉内怠る。眉の表裏にはへラ状工具による枕線が二条横走し
背中にはさらに縦にニ条の沈線を錨き、筒袖に簡単な

文様を施している。縄文中期に通有する土偶片で、第

2次調査の折に検出した土偶片とほぼ同形である。

石器 石織 (15........20)は6点の出土ぞみているが

いずれも無柄で、(1 )以外は全般に粗維な盤形である。

(15--19)は熊l砲石、(20)は粘板岩を用いていさb

石錐 Ll(iグリットから検出8オ1、娯昭石製の精級

な盤形であるが基部を欠失している。第6図土偶の出土状況

-11ー



磨製石斧 閃縁岩製の破損品であるが、一部

に昭和初が付着している。(24 ) 

打製石斧 ( 22 ) は小形て・先端が尖ってい

るとζろから前期に位置8せるのが妥当である

かもしれはい。(23 ， 25-29)は頁岩を用い

ほほ短冊形をしているとζろから中期に比定し

たいが、 ( 25----27 )は作りがやや粗雑々と乙

ろから弥生時代に降るかとも思われるものであ

る。

弥生時代の遺構・遺物

(1) 

発掘調査地のうちで一番南へ急傾斜(11 0) 

の樹隅にあたり、A区の八~ε ・15-18グリ

号住居士止第 1

3 

19 ッ卜の範囲に発見された。

総色粘土居に掘りとんで初築され、長

辺はほぼ東西8m、南北6mlq.似L万形プランの

竪穴住居枇で、床面はほぼ水平であるが地形の関係からややl羽へ傾いていた。北壁は表土(黒色)20 

cmドは褐色粘土盾を60cm姻っていたが傾斜地のためである。南側の壁は所在しないが、点西の壁

面の消えると ζろで画した。(第10図)柱穴状ピットは住居祉の西半分の場所にらつ発見されたが、

主往とおぼしきピットは倹出するζとはできなかった。床面には炭化材片が散乱し、とくに西北隅に

は5本の丸太材の炭化物が残存し、北壁は赤く焼けて火災のため焼失したものと思われる。床面白ま

次に述べる多量の遺物が散乱していた。

住居枇内からは多抵の迫物が発掘され、

第?図
遺術

とくに高杯が多く西半分の床面に、鉄器・鍬'総片は

中央部に、土製紡錘$は策半分も中央部から北

寄りの場所l乙発見8れた。

iIi事事 (第16図 1-12・16・17)で乙 ζ

κ図示したほかκ25個体分がある。(1 ) 

ワインカップ状の異形高杯、 (3 )にみるよう

な持部が開き外反するものは脚長、(2 )のよ

うにが宇部の丸味をおびた ものは脚は短い。 l治土

焼成とも良好で、念入りにへラ磨きを施し赤色

塗彩である。 (13)は赤色謹彩の鉢でゐる。

は

(18.......26 )は一般的に大形につくられ

( 25)は現~I~ J 7cm 

嚢

(25)は最も大きいが、

-12-
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第9図第l号住居枇土器実測図
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の小形』ζ属するものもある。口縁から頚部へかけて朝顔状に収約し、顕は太く 、胴
ぶくれで下部の後

線は明臨で、収約してEまにいたっている。織錨文を付し赤色塗彩して飾っている。

費 (27-38) 大 ・中 -小の形があり、長胴形とずんぐり小肥り形の二つのタイプlζ
わける ζ

とができる。器面4ζは織焔波状文を施し、頚部』ζ一条の厳状文を描くものが多く 、
一般κ艇がH.i"tし

ている。(35・36)は台付の裂で剖合に小形である。

1m (15) 本祉中ただ一点の甑片である。

完形品5倒の数備は次のとおりであるが、乙のほかに一点の彼片を検出した。

3 。

土重量紡錘.. 

土製紡錘寧表

番号 図の番号・ 直 径 厚 さ 孔の直径 霊 さ 摘 要

1 9 6.6 c鴻 1.2". 6 •• 43 ~ 片面赤色塗彩

2 10 5.5 1.3 9 36 籾痕 lか所

3 11 4.6 1.4 6 29 

4 12 5.2 1.2 7 'yl 両面亦色塗彩

5 13 5.5 1.3 7 33 籾痕Iか所

第4表

北隅の床上から発見(8 )し、重さは4.5~で赤色塗彩のあとがみられる。

検出した鉄器 ・鉄片は7倒である。釘状鉄器は本祉の中央部から発見されたが、幼児

頭大の自然石lζ長217 cmの縫いた条にはめ込んだ状態で、 ζの自然石は砥石の機能
舎もつものであ

土製勾玉

鉄器・鉄片

-14-
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鉄器 ・鉄片表

m:.号 種別 mさ 摘 要 番号 麗別 重 d 摘 要

l 鉄鍍 2!l 無柄 5 鉄片 29 

2 量包 16 碁$IC木質残痕 6 11 3 

3 釘状鉄 5 断而Vq角 7 11 3 

4 鉄片 5 崩事

第53度

太型蛤刃石斧の破片1点、打製石斧片2点、凹石3点、小石血片i点、の検出をみた。石器
• 

第l号住居祉から東へ約加 m総れた M-P

. 12-14グリッ卜の範囲から発見された。

従前4ζ畑函出しのため土の移動が行わ

れ土庖は甚しく撹乱されていたが、越構までは

鍬が及ばなかった。偏色粘土屈に楠築された竪

穴住居祉で東南}乙dnし、長辺は6m、

遺織

第 2号住居祉(2) 

短辺iま

4.5 mの隅丸方形プランである。 3本の主柱ピ

ットとff.住ピットl:<$:を検出する乙とができた。

床面は墜く、ほぽ水平で焼土は2か所から発見

し、北壁は地表下80cm、東西の壁は北から南

o 3cm 

石器・土製品実測図

.. 
第 11図
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へ傾斜し南端で消え、
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遺物

は高t不・甑・壷.~翠

本枇内から

した。
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健j;@ / 
-片口等の土告書およ

ぴ土製勾玉片、蔚平

片刃石斧 ・打製石斧

.凹石が検出された。
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高杯

は直線で漏斗状また

は丸味を幣ぴて口縁

に聞くt不部で小 ・中

形のものである。(6

-11 )は著しく外反

する阿部で小型(6) 

4m 

第 2号住居枇実測図

。
第 12図
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第13図 第2号住居枇土器実演IJ図
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中型(5・7-10)大型(11 )がある。 ζれらは胎土焼成ともに良好で赤色塗彩が施されている。

( 12 -15 )は劇部片で(14・15)には三角の孔が付されている。

甑 ( 22 ) 高き 9.5cm口径12cmで底部には1.4cmの孔がある。

蓋 ( 16-26 ) 大 ・中 ・小各種の壷が発見されている。胎土焼成ともに良好で赤色塗彰で飾っ

ている。

重量 ('Zl-37) 大小の検出をみたが、類部の簾状文の幅広いのが特色で、(36・37)は台付

の裂で媒の付;{(が比られる。

土製勾玉 本枇の*問から発見8れ、赤色塗彩の痕が見受けられる。

石器 周平片刃石斧 1点、打製石斧1点、凹石1点令検出した。

(3) 第 3号住居t止

本おtは8地区の担i悶353.5mのと乙ろにあ，って割合に平坦地のG-l・3-4グリットで検出主れ

た竪穴住居枇である。

ilt禽 ぷ土(黒色)は10-15cm下は賞褐色粘土層である。ゆるやかに南へ傾斜する鮎土Ji留に掘

り込んで、良辺を東西に構築し5.5m、南北4mの比較的小さな隅丸方形プランの住居ilI:であった。

床面はほぼ/)<平で聞く 、北壁は納土居ぞ20cm前後掘り、東壁は南へ傾斜して4mで消え、 西壁は

果樹(桃)裁絡による慌乱のため確認するととはできはかった。

N; 

:efjiJ} 
機土

。P2 .......or3 
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第14図 第 3号住居祉実測図

遺物 代J<.的はものぞ次i乙紹介したL、。
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第6表代表的遺物理度

( 第番17 号図) 怨形
法量(∞。

書豊富口径底径

1 音量事手 (25) 22 

36 11 (12) (13) 

5 鉢 5.5 14.5 

10 壷 73 33 

21 墾 11.3 9 

29 11 (33) (27) 

注 ( )は推定値

高赤 ( 1-3 )は口

縁の著しく外反する杯片

で(1・2)には口縁に

三角突記を付して飾って

いる。(5-7 )は脚片

で(8 )は大形の脚、

(36 )は盤状の杯怒で頚

には綿織綴状文を櫛走8

せ、総面はへラ磨きが入

念で、市内では田上宮前

遺跡から間形の出土をみ

ているが脚が付く、した

5.5 

16 

6 

7.5 

ミm

。

銃16図 鉄器 ・石告書実測図

形態上の特徴 手法上の特徴 胎土 焼成 色 調 鏑 要

口縁外反顕著 赤色塗彩 良 堅 赤色虫食彩
山形突P車E
長脚.

漏斗状外反 顎錦簾状文 11 11 11 ヘラ膚
続まり状

11 赤色塗彩 11 良 11 山形突起

口縁朝顔状 1/ 11 11 11 趨大形

ずんぐり形 締錨波状文 11 11 外4白色 煤付着
円質調島色

長胴形 11 11 11 外 k疋膏島色 11 
内椴色

第15図第5号住居枇写真

がって本品も脚付きと恩われる。 μtの高t不は赤色接彩が

施されている。

鉢 内外とも赤色塗彩で飾り(4・5)は形が整い胎土

焼成ともかなり良好である。

愛 ( 10 -19 )は各種の壷で大・中・小がある。(10 ) 

は超大形で第6愛で述べたととくであるが、口縁は朝顔状

』ζ大きく聞き口縁には櫛錨波状文を、顎と肩.1乙は幅約9cm

の沈線文を横定させる。胴の中聞は一部欠失しているが復

元によって器は73cmを測るととができた。胎土焼成とも

κ良好で、大形にしては穏肉がうすく、下腹部の稜線以 F

は集約して底にいたり、ヘラ削りの痕を残し、乙の部分と

文様婚をのぞいては赤色塗彩の華麗な大壷である。本祉の

~t調( 1 3 )床面からつぶれた状態で検出された。

11 (20........35) 発掘土鰭のすべてに櫛俗波状文を付

-18-



第17函第3号住居枇土器実測図
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し、頚には簾状文裕を一条置く ζとによって文様効果をあげている。(21 )は小形でずんぐり小肥り、

( 29 )は長胴の細めの大形品である。(19 )だけが無文で、外側は暗溺色、内側は渇色で胎土焼成

ともK良好である。

銭 (第16図 1)は*:t:I1:東北部(1 3 )の土穏群の聞から東西K水平に置かれた状態で検出され

た。刃先の一郎は欠慣して原形の良さは不明であるが現長は9.5cm、重量は21~。鋳化が甚しいが、

ほほ中央部で折れた断面は刃幅約1.7cmであった。 基部iとは回釘の菌感と思われる 1倒の突起が残存

し、そとをめぐって木質療が付着している。

石包丁 (2) ;$::t:I1:東縁南端([ 4 )の床面に密着した状態で検出され、良質の安山岩を用い、

灰青色を呈し両面を磨き、刃部は念入りに磨いている。破片のため全体の形状をうかがうζとはでき

必いが、近隣の遺跡の山土例からこ孔ぞうがった半月状のものであろう。

石斧 本枇(G 4 )から発見8れた小形自然石(20~ )を用いた石斧(3 )で})乙lまれの使用肢が

ある。

(4) 第 4号住居 i止

M18図

坦J
¥と1
¥土ヨC
Lーヒヨ，

第4号住居枇土器実測図

-20ー

y" 

• 



遺梅 A地区の最北端(第l図参照)の地表下ωcmから般出されたが窯祉によって切られ、また

調査地区外のためその全貌をつかむζとはできなかった。if.J壁の一部が発見されている。

遺物 住居枇の僅少部の澗訴にとどまったが調査l百般に比して比較的多量の各種の遺物が発見した。

高琢 ( 1 ~5 ) 赤色強彩は(1・2)である。鉢(6-7 )と鉢底部(8-10 )には内外κ

赤色強彩が節されている。(12 )は完形片口で、胎土焼成ともに良〈黄褐色ぞ呈するが注口は比較

的小さい。

登 ( 14 -16 )、郵(19 -27 )、(17・18)は台付の裂である。(13 )は外側黒褐色、内

面は赤褐色でへラaさきが行届き底部は欠損しているが甑片とみたい。

(5) 第 1号土紘基

弥生第1住居枇の東l鈴(E -G . 16 -17 )の範簡に築造され、周滋を配する土拡基である。

• 

第19図 第 l号土鉱事実測図

遺徳周溝の輪郭は3X4mのm円形で、
周潟の幅は30-35cm、深さ却-30cm

のU字形を呈していた。胤鴻からは土器片

a9点および南北務からはt製九五の出土

ぞみた。周携の中央やや西待りに五稜形で

1.6X1.9mの器拡が間られ、深きは 60

cmあった。基拡内には69点の土日時片が発

5.!.dれた。墓域全体には1635点の土器片

治組うように置かれ、土紘基*側からは土

l
i
l
-i
i
l
 
i
-
-

3俄

鰐20園 第 1-4t土貴広司書写実

-21ー



第21図 第 l号土舷墓土告書実測図

製紡錘!lil個を検出した。

遺物 土器片は1876点の多量に及んだ。第7表はその内訳令示した志のである。

第?表出 土土器片事長

-------
fl杯 壷 懇 細片 摘 要

墓草主内 5 17 32 15 

周 構 内 7 55 却 116 縄文片1

選主義全体 48 487 198 866 縄文片21、環林式片 15

計 印 559 お0 997 37 

縄文片22点、栗林式片15点は埋葬の折か、耕作の時κ混入したものであろう。

高杯 ( 1・3~5 )は赤色塗彩、(2 )は鉢形土器で口昏に三角突起か汗ずされ赤色地彩で紛られ

ている。

受 ( 5~ 11 )、 ( 9 )は大壷片で頚都K櫛状工具による簾状文がめぐり円板の飾りがある。溢

はいずれも赤色塗彩である。

主題 ( 12 -20 ) 大 ・中 ・小の各留があり(12 )は特に小形鶏で器拡内の東側から発見8れた。

( 21 )は台付婆である。

土製丸玉は 1.2cmの直径を色ち、軍盆1.49で、中心掛ζは3mmの村もをあけ、赤色雄彩のあ

とが残っていた。

-22-
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土製紡錘車は直荏5.6cm、孔の径6nun、重量 409のもので2か所に粗痕が残されていた。

(6)第 2 ・3号土域事

弥生第2号住居祉の南側、 .A地区L-M15に2基連続した状態で小形の土拡墓が発見された。

遺様 第 2号枇の直径95cm、短筏65

cm、深さ 45cm。第3号祉は長径 1.2m、

短形75cm、深さ 40cm。いずれも指円

形を呈し、底認は舟底形であった。 15cm 

l)iJの表土(黒土)以下は潟色粘土問で、ζ

の!留守掘りくぼめて架設3れていた。

遺物 2~号1止からは土問片 10 点、 祭大

自然石川閥、 3号枇は土沼片 11点、 幼児

頭大 ・鶏卵大の自然石が各1倒検出され、

土p.:~片は箱市水式のものであった。

(7) 聾棺

。 1m 

M22図 第2、3土総事実測図

8地区 I16から箱rf'T1<式大形鎚が単独発見された。第2次調査I砲の弥生土鉱墓群の北隣りにあた

り、県迫から丘稜上κ通ずる段巡の上段の緩傾斜地である。

l1t繕 1 16グリットのほぼ11'央部の地表下50余 cmから圧砕された状態で検出された。畑面直し

のため土は移動し大きく出荷しされたが黒栂色の漸移府 10cmとその下の褐色給屈は原形のままで存し、

造物は給米胞をlOcmほど招り凹めて埋納されていた。墾は償に泣かれ口は東へ向け、ほlま水平に埋

められていた。懇の南5cmのと乙ろには箱清水式土器の底 1点が検出されたほかは、付近lζは遺物

は子f{fしなかった。

遺物 裂はその後復元8れたが、検出当時から口縁部は欠損していた。原形の器高は60cm前後と

第23図 賓棺の出土状況

-23ー

推定され、底径9.2cm、

胸部最大径は27.5cmの

長胴形の大裂である。大

形にしては器肉はうすく、

外面黒褐色で所々に煤の

付着痕がみられ、内面は

踏掲色を呈しハケ回調盤

のあとを残している。外

面の胴下分以下(27 cm) 

は無文でヘラ淵盤痕があ

り、それ以上の線分には

比較的太い繍状工具によ



第
引
ω
図

縄蝿

棺

実

測

図

調
1
1
J

璽

って波籾t文が施しである。施文は手描き法

をとり、右あがりで不規則、所によって断

絶のあるのは大形鑓のため、人が塑のまわ

りを廻りながら施文したものと思われる。

頚部には幅1.1c m、 6条の櫛箔沈線で探

状支が横走し、所々に休止点をつけ、緩急

J惑は文様効果をあげている 。 圧砕芸!lí~発見

した時は土砂が一杯につまっており、 祭大

の自然石(丸玉)1倒が収納されていた。

骨片等の造物は存在しなかった。

以上、造物 ・遺構の状態から謝官と推定

した次第である。

11月25日、一志茂樹 ・宮本磐太郎・金

弁喜久一郎先生が発顕現場を衛親祭くださ

れ種々の御教示を受けた。写真(第25図)

は怒縫を御視察中の三先主主である。

• 

20"怠

一窓.宮本.金弁先生の寛拳第 25図

K16・L16出土遺物

盟結出土地の南側一平野(K 16・L16 )の地表下 60~ 加 cmから栗林式土総片がたくさん検出主

れたが、 遺構は境界に接しているため舷認する乙とができなかった。 (1 )は頚部lζ太い櫛状工具に

よる lQ条の沈線文をめぐらし、外国は黄補色でへラ調整、内面はハケ白文調整痕で i憧色である。

-24ー
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( 2 )はL16出土の長額通で1-1留に縄文、頚』ζは12条の抗線文を描き、胎土焼成ともに良く茶燭色

ぞ.~する。( 3 -36 )は拓彬である。

第26図 K16.L16付近の遺物実測

4 古代の遺構 ・造物

( 1)第 1号住居地

弥生第1号住居の北側lζ複合し、D-F・14-16にかけて検出された住居祉である。

遺憾 畑而直しのため悦.sLdれて、住鰐右上全体のプランは隙却することはできとEかった。長径6m、

制俺4.5mの隅丸万形の聾穴{町村枇と雌定した。北と東のI聾は割合によ く残り、:lt控は10-l5 cm、

以壁はJじから南へ傾斜して3mで消えているが、あと 1.5mぐらいは延長するものと思われる。床は

黄褐色粘土で固く、床面東北部に焼土と炭片・灰があった関房関係の潰傍はみられなかった。本.Ill:内1乙

筋ては存在しなかった。北壁外側中央部1<:1本の柱穴(径20cm探さ 18cm )があったが本山乙関

係するものとは思われとtい。

遺物 (第28図1-9) 床面からは土師器片15点、須忠器片10点のみという穆めて問少な遺

物であった。 (1 )蛮の胴邸(2 )は幸運 (烏帽子形 )胴下半$である。土師器片は遥片3、裁片8で

似の付者しているものがみられる。須恵器片(4 -8 )は郷片、(9 )は荷台付の護片か.と思われる。

{畳分、な造物と、造機プランを明確でないため編年の位世づけは困葉uであるが、一応平安時代初頭の圏
分期のものと縫定したい。

-25ー



。
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Jド・.・: : :・~;:. ::'}土器片

続土

x 
土~Il-

~ 

土2量H

メ
土審片

)( 

土紛片

第 l号住居枇実測図第27図

(2) 

調査地のほぼ中央西端(A区 ・E-F8-9)1乙情築された竪穴住居祉である。

遣事時 南へ約7。の傾斜地の褐色粘土層へ掘り ζんだ隅丸方形プラン、長径4_5m短形
3mで、境界

に接しているため完婦はできなかったが長径は5ml乙及ぶものと思われる。北壁高30
cm、東壁は北

壁から傾斜して3mのと ζろで消えた。東北隅l乙長き L4m幅60cmの粘土費置が築造
されていた。南

風にあって焼失した如くで、北隅には2;;本の炭火材が綴わり、床面は炭と灰に覆
われており、床面は

焼けて赤褐色を呈していた。

第 2号住居t止

遺物 (第28図10-13 )のほか土師告書絢片が竃付近に 10余点発見された。(11 )
は比較的大形

の婆(烏帽子形)、(12・13)は大形の穿i，.g器鶏片である。(10 )は竃尻上右側に哀
がえし状に密

着していた箱清水式壷の下関部で底部は後に穿孔している。

国分式中期の住居祉と縦定したい。
。

/
メ

第
泊
図

第

2
号
住
居
枇
実
測
図

-26-



、.

第29図 第 2号住居祉写真

(3)第 3号住居t止〈鍛冶祉〉

今回発掘調査を実施した地援のほぼ中央の中部の南へ緩傾斜するA区L-M8-11の範囲のグリ

ットに発見された古代の鍛冶屋枇である。

ーの
OP2 

。

。 5m 

第30図 第 3号住居祉実測図
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遺嫌 以前は桑閣

であったが、現況は

野菜が栽培されてい

た。耕作土 一 表土

(黒褐色)は 15-

aJcrnと比較的浅く、

乙の下は業溺色の粘

土層である。乙の粘

土胞を瞬り込んで、

長径6rn短径4.5m 

の隅丸方形プランの

堅穴住居祉が架構8

れていた。長輸はほ

ぼ南面であるが、や

や策へふれ傾斜面の

!tJ%Ie.噸応している。

1躍は高さ 15-20

cmで、 6mの長さ

でよく残り、策壁は

北から南へ傾斜して

4mで消え、壁の東

側』ζ宇野てピット(径

aJcm) 2つが掘ら

れていた。西壁ば消

えていたが北壁の西

隅のカーブからプラ

ンぞ矧;定する ζとが

できた。西皇室の西側

には長径93cm短径

90 cm深さ40cmの
第31図 竃付近出土遺物実測図

惰円形のピット(第30図A )が発見され、 完形t不 5 点 ・ 高台付杯 2 点とそれ等の破片多量~検出し、

柱穴ピット(径 18cm )を発見した。

住局担上内の北壁右寄の場所には自然石を芯にした粘土竃(長1.5m、輔80-90cm)が築かれ、

続内からは烏帽子形土器2僧体 ・支石 ・木炭片 ・灰が出土し、経付近からは杯片が発見された。本枇

の北側』乙はカウンター状遺構が残っていたが、本祉架機以前の竪穴住居祉の一部を利用し、物置台等

に利用したのではあるまいか。ピットBには底i乙ムシロの炭化したものが残り、その上に炭化した卜
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第32函 住居社内出土i嚢物実測図

し、木氏}'i .民等が微術していた。

遺物 2訂7m1の住j糾Jバ:

チの突が3倒残っており、ピット

Cは厨房関係の貯厳穴である。

鍛冶遺構は東半分のによく残存

していた。織の左側前。ζは 30X

35cmのほぼ円形のほどがあり西

端には3本の繍口が等間隔に並べ

られ、中央$の輪日(第33図2)

最後まで使8れたものであろう。

ほどの深さは20cmで炭片(マツ)

欽搾・焼粘土がー旅につまってい

た。ほどの償には5.印 kgの自然

石(長佳60cm短径25cm )が据

えられ、熱と鍛造にたたいたため

にひび割れがあり、三婦に欽鋳が

付訂していたと ζろから蔚を替え

て利用したζとがわかる。かなと

乙石の右iζは水鉢に使用した須恵

質の認の下関部(第33図4)が置

かれていた。乙れ等の鍛冶造備の

飼辺からは鉄総片 ・鉄J撃が発見さ

れ床!日は鉄銭のために赤褐色を呈

物があり払、特殊なものとして鍛治造t締持 .遺物がゐり払、それiκζ関述して八ピツトのi遺i立3物がある。 ζれ等

のものについて、以ドその概要を述べたい。

① 「協.1:]1:内の.ii:t物 (第32凶1-37)貴重付近から大部分が検出されているが、カウンターの上

やB. Cピットからも少吋の出土をみた。杯は(1 -30 )で(12 )は完形品で門後10c 111宿高2.7 

cm民俗2.8cmの小j彩のもので内外とも黄褐色を呈し、胎土焼成ともかなり良好で糸tJJ底でゐる。

乙の屈の小形に属するものは(1-3・13・25-27)がある。杯(15 )も光形品で口径14cm滋

高3.5cm成径6cmでロクロ引きの痕がよく残り、底は糸切りで胎上焼成もよく褐色を呈する。 乙

のタイプは(4-7・14・22-24・28)がある。 (29~30) は須恵、焼の杯で灰背色令呈し(30 ) 

は糸U庇で、(お)もおそらく糸切底であろう。

日台付坪(8-11・16-37 )は大 ・中 ・小の各種がある。(16 )は小形の完形品で口径 11.5

cm滋日5cm庇径5.5cmの均撃のとれた美しい穏形をもら、外面は貰・褐色、内而は黒漆でへラ車警

か呼すき届き、胎土焼成ともに良好である。図示した高台付杯は、外面は黄紛色または褐色で、内面は

黒漆4ζ磨かれている。
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了

， Iij;い~1

ζ ζのほかに土師器の細片、

~Jilg器の絢片(懇 ・ i不)等が

あった。

フに一
切

Bピット(長径創 cm短径

58 cm深さ 30cm )出土のト

チの炭火物は直径2X2.2cm 

で、低l乙敷かれたゴザ状炭化

物(禾本科質)の上i乙f，Ytかれ、

ζのほかlζ色2個分の細片が

仁

先勝していた。 Cピット(箆

邸 cm深さ 20cm )の底Kは

IJ沼辞があって、糸切底のt不

制片数点があった。

@鍛治造物 (第 33図

1-8 ) 

捕円(1-3 )ほどはすり

鉢状で、ζのほどの丙側Ic3

本ぞ様に並べた状態で発見さ

れた。いずれも糞縞色の筒状

を宅し、胎土i乙小豆大の砂粒

を混入、焼成も あまり良好と

はいえなし、。筒元には鞠へ接

続する桐闘争挿入する凹みを

つくり、締1-1の先は丸味をお

び、鉄分カ対守着して光沢があ

ロミミ三3):15 
( 2 )は完形品で、最後まで d三コJ巴コ1C23s
使用したものとみえてほどの 第33図 鍛冶関係遺物実測図

端』ζ婦し乙むよう に置かれ、筒先Iζは鉄分の付着ーが越しく通風干しは半分以ドにせばまっていた。 (3)

もほぼ完形てす笥先K鉄分が若いて凹凸が多いものであった。

10帽
る。(1 )は一部を欠失し、

表

卜¥ 長 ~ 直 径 孔の内後 重 量 抱 要

1 11. 4 C1II 6.3-7.8cm 1.3 cm 4加ヂ 一部欠損

2 15.5 7.2-7.6 1.2 820 完形

3 13.2 6.4-7.4 1.1 7∞ ほほ完形

一次Jー

ロ繍M8表
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.石の右側に置か

よ褐色を呈する須

恵、却の胴下部片を利

一一一
にして内外商Kハケ

目潤挫の痕がある。

鉄器片 (5-8 ) 

な

か
か

面
は

床

日

航
(

の

片

石
子

・ζ

万

・と第34図 Aピッ ト内出土iI物実測図

ら検山され、現長8.2cm最大幅1.6cmである鋳代が越しく形態はl刻織にする ζとができない。(6 

-8 )は鉄~小片でかはと乙石と水鉢の付近から発見怠れ( 6 )は鉄織片かとも思われる。

本社内から小さな鉄棒数点、またL6からは大形の鉄浮の出土をみているが、本祉の鍛冶に関係す

るものである。

@ Aピットの遺物 (第34図 1........16) 

カワラケ状の小形杯(1........10 )の多い乙とは注目された。(11 ・12)はやや大綴りの亦で、 ζ 

れらの係はロクロをもって仕上げ、底には糸切痕がある。胎土焼成とも良好で、内タ4面は褐色が多い

b漬 1長j包を呈するものもある。 完形品(1・3・5・6・8・10)の多いζとも興味がある。 乙の

図示したほかにも多量の杯細片があった。小形の(1 )の口径8.5cm穂高4cm底径4cm、大形

の杯(12 )は口径13cm器高5cm 1.底径5cm令算えるものである。

高台付杯(13"""" 16 )は胎土焼成ともに良好で外商は褐色のもの黄掲色のものがあるが内面は黒漆

でへラ臨きが行き届いている。(13 )は完形品で1-1径10.5cm器商5cm底径5，2cm、(16 )も

完形でIJ筏 13，7CI11総高6CI11底径5，5cmである。乙のほかにいくらかの破片を検出した。

(4; iむ付近の遺物 (第31図1........13 ) 
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量産付近から倹出した土保は童話 ・1不・高台付杯で、 乙ζでは艶(烏利子形)について述べたい。(1 

・2)は寵内の焚口より少し奥まった場所から横転し、圧除されて出土した。(1 )は復元によって

ほぼ先形となり口径21.5 c m%H~ 32 cmを計り、底部は丸底に近いが、しいて計測すると前筏3.5on

であろう。口縁は外反し器j彩は凶阿形をとるが左右均整ではない。外面の整形は上服部まで備なでし、

胴部から底部に至る間はへラ向IJりの痕がある。器肉はili'J合にうすく、内外ともに褐色で、約上焼成と

もに良くない。(2 )は更に長崩の大形のものである。

他のま護片は口縁は短〈外皮・内母するこ形態がゐって、いずれも長胴形を呈し、胎土焼成ともに良

好でとよい。色調は褐色または貨問色で煤の付着するものもある。

Aピット出土遺物は鍛治師が担IIIC供般したI不類を収納したものとみたい。古来火は拘11型観され、そ

の火を鍛う鍛冶仕事は消かを門とし、現住の鍛冶師たらもこの鈍を守り続けている。 12月811Iとは

守護141~紀る締祭がせき行主れ、~棋は和11餅品が供えられる。

、[1.安時代中期の本祉の鍛治師も栃際~動ゆ〉つ厳粛に似し続けたものであろう。

(4)第 4号 住居祉

A地区北隅(N . 01 -1 )の地変化30

cmから検出会れた隅丸万形の鴨穴住居祉

の一部である。

遺憾 際高354mにあって、東側は段通

の鉱幅時IC1 m 位カット 8れ、北側は高見

沢倍秀氏の果樹園κ接する為住開祉の三分

のーの調査にとどまった。本紙:は耐i面し、

民辺は5m、短辺は3.5-4 mfi!.&であろ

う 。 F旬の壁は 4mが検出されU~色約土制』ζ

15cm程縮り込まれていた。酉壁は 1.4m 

の倹山にとどまり壁高は

15cmであった。西壁の

北側には径85cm、深さ

f:O cmの土拡が出土し、

土師~片 ・ 現恵器片 ・ 炭

片得が少しあった。床面

ば制色粘土で固く、土師

~.片 ・ 須忠器片 ・ 自然石

( 5制)が発見され、北

側中央部』ζ焼土(径 50

cm)と周辺iζ炭辺と灰

カ救布していた。

。 4m 

第35図 第 4号住居急上実測図

第:36図第4-4号住居批土器実測図
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遺物 (第36凶1-16) 

杯(1 -4 )は土師器でロクロで仕上げ、糸切底、外商は褐色または貨褐色を呈し、(2-4 )は

内黒である。(5 )は百灰色の須恵杯である。 (6 )は小形の裂で内外ともに賀補色て曲土焼成とも

に良好である。(7 ---10 )は聾(烏帽子形)の口縁部片、 ( 13 -15 )は胴下半分片、 ( 12・16) 

は須忠の聾片である。平安中期頃の国分式lζ該当する。

(5)土師窯祉 (第37-39図)

日前近い鞍却で開刊は354mを拝え、南へ緩傾斜地てー箱消水式弥生住府批 (第4号)を切って椅築

していた。

¥ 

~""" ¥ 
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¥ 

ーー，、、、一
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第57図 窯故実測図

遺構 八rKH-し)"_2の範囲に北東~南西κ長軸をもっ半地下式の土師鴇の平窯である。地表下

70 cm (表土30cm、J.日制色市I移阿部cm)で褐色粘土厨へ12cm銅り込んであって、窯長6.8m、

幅1.5-1.8rnであった。北京の窯尻から南西の焚口へは僅か傾斜すると思われるが窯底はほぼ水平

とみてよい。窯Jぶには木炭片や灰が敷きつめるように所存し、一見炭焼窯ら思わせる状況で、床上i乙

lま土2苦片数J尽のほかれ然石(丸石)2個があった。右壁は良質粘土(燈色)が焚口から 4.5m続き、

火筒のため3-4mが焼けてあたかも煉瓦状に見受けた。左壁は黒色土届のため窯壁は不明確であっ

たが、燃焼結lζ30cmの長さで、幅 7cmの砂岩が焼けた状態で検出されたため一応窯壁め限界と推

定した。w庇も弥生住居・祉令切っているため土屈は著しく撹乱8れているため明日夜に画する ζとは困
難であった。焼成縁付近κは窯壁の焼土が落下し床の上κ充満しているのが見られた。
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第38図 窯急上内・灰原出土iI物実測図

焚口前の西には111原の小石を粘土で張り敷きつ

めた三角形の数石造t駒 f所在したが、燃焼の折の

坐席か、土器製作の工作泣かは判定しにくし、。 ζ

の種の愈石遺摘は灰原の東側にも 1か所あった。

灰療では土怨片 ・焼土塊 ・木炭片(マツ ・ナラ・

クヌギ)灰等が1X 1.3 mの範囲Iζ35cm余の尚

さに積んだ状態て溌見した。乙の灰原からは紡錘

状の径4.5cmの多孔質火山符(軽石)が検出さ

れ、中心部Ir..JVをあけたものがあったが、用途は

不明である。

工房主t密検出したいと思ったが、今回の誠資地の範囲からは発見する ζとができなかった。
しかし窯

祉の東南隣りに控色の良質粘土がH-L1-2にかけて人為的K貯蔵した
かとる思われる以所があっ

7こ。

遺物 (節38図1-7) 

窯急上内からは(2・3)のほか土師絢片数点が検出窓れ、灰原からは(1・4
-7 )のほか相当:11

の土師細片喜子得た。

( 1 )は口径10c-m告書高llcm底径4.3cmの裂で外面は赤褐色内面は黒色で
少し砂を混入して

いるが焼成は良好である。(2 )は熊枇内の中央郎から(3 )は焚rIから発見
された紗と誕の下胸部

片で二次火焔によって赤褐色となり、所々に火焔による剥線痕がある。
鑓(4 )はJI径13.8ll!{r.'56 

cmの謹状の底を去し、J:..I緑はやや外反する。胎土焼成ともに良好である。手ず
くね土保(5 )はJ_J

径14cm器商12cm底径6cmの器・肉が厚〈粗製である。(6・8)は小)~J草の
破片で、( 6 )はへ

ラ踏きがな8れ、(8 )はハケ状工具の内外商を調tをしている。(7 )は小形高杯の胸部であ
る。

以上の遺物は和泉期に比定志れ、近傍の造量かでは祭記遺跡として苦名な新
井大ロフ遺跡(中野市新

井)の造物に近似し、 5

世紀後半の窯祉であろう

と巧えたい。

第39図 書誌社写真
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IJII 

(第40図)

古代第3号(鍛冶枇)の東隣3m (09) 

の南へ約7。傾斜する所I乙i基の土拡墓を

発見した。

長軸はほぼI判北』ζ長径 1.65m短径1.05 

m、地ぷ化47cmで、情円形を皇し舟底形

であるが北側lζは凹みが似られていた。造

物は何少で土師縦11片と須必制片のほか凹石

があったが、山石はがち込みであろう。土

保Jliま納J-'fのため時代判断は困難であるが

土拡墓(6) 

土鉱墓実演。図第40図
|時分式も早い凶とみたい。

(第41図1-6) 

H 12グリッ トの南隅には径

25cm深さ 12cmの柱穴ピット

H12 ① 

を発見したほかは遺織の検出は

4よかった。畑面直しのため遺織

は消滅したものであろう。遺物

は国分式の土師器で糸切底の杯

i点(1 )、白台付杯4点(2 

-4・6)で内面黛漆のものと、

(第41図)H12・K12付近の遺物(7) 

H M 
内黒の (5 )の底綿Jtを得た。乙のほか土師器細片ぞ多i誌に

係1たしている。

(第41図7-12 ) 古代第3号住居枇(鍛冶

枇)のl匂2mの場所にあって径約 1.8mの円形に凹地がつく

K 12 (2) 

。ι"-:f，'・ ー|讐
。九 l図

柱
穴
・
焼
土
掛
情
実
測
函

Op， 

。P.

8p， 

。P.
Op. 

f記;.
・2・

2 られており 、地芥姶脇という感じの遺備があった。 ζの凹地

の南側iとは地ぷ下25cm 1[.径800の範囲に焼土・灰木炭片が

悩まれ同分式の上師鵠片(11 )須恵片(12 )や砥石(9 ) 

があった。このほか上師 ・須忠細片が多く、鍛冶祉の盛芥捨

場とみたい。同グリット北隅からは鬼高期と思われる 高係

( 7 )鐙(8 )轟(10 )令後出した。

(8) 柱 穴遺構 (第42図)

6m 
4 
0 

調査地の北端11:.、住穴7、焼土群2か所を倹出したがその締

造は把握する乙とができなかった。
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(9) 窯南出土の遺物 (F.G2~3)

北lζ土師の平窯 ・灰原があり、東には弥生第3号住居丸1:があって、住居祉を思わせるiji・国々 11ミ!日上

から多fi!の土器 ・鉄器 ・工作台石 ・焼土等を検出したが、住穴ピット、周壁の住居主tプランをきめる

遺構は発見する ζとができなかった。表土は浅く、桑栽.llfや呆樹栽培による慌乱によるものであろう

か、

造物第43図(1--"'29)はきわめて豊富で高界 ・愛 ・袋 ・紺等で品種も多様であるが、紙面の都合

で説明は省かねばt，t.らない。和泉式のもので窯にセットするかとも思われる。出土状態の写点はフィ

ルムのセット不良から空写兵 l本分とはうたため鑓示する ζとができないのが借しまれる。

第43図黛南出土・表採等のiI物実測図
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第44図 安濠寺遺跡王手表

安源寺遺跡の発掘調査は3固に及んだ。その成架は第44闘に見られる内容で、発掘調宝査霊前までは

弥直後期(箱t前iη7νノ水k式)の住居主誕枇I

今回の第 3~次k発掘は 1凶02却8m~がdtfa の調丘地峨から次のよう 4必E成巣奇令甘あげる乙とかがfでき Tたこ。

1. 旧石総(後期)の黒曜石製石総を主体とする遺物7点の倹出巻みたζと。

2. 縄文前期から中期にわたる相当誌の遺物を発見し、とくに平板形土偶 l点を得る 乙とができた

こと。

3. 弥生前期(!.w林式)土総片を多!i.tlζ検出する ζとができた ζと。

4. 弥生後期(箱消水式)住1君主1:4、上拡纂3のほかれ匝造物が出土し、金石/Jt周期の綴相ぞ具体

的iζ示す資料が多く 、幻の箱t，!i7}<，A.文化究明に資するζとができる乙と。鎚給検出はζの地域の

新事例である ζと。

5. ~震は半地下式平窯で和泉式上師?:H'焼成したものである ζ と。新井大ロフ逃跡の土告書群と近制

していて、今後その究明の手がかりが得られるとと。

6. 平安初期から中期の住居・枇4戸の検出を見、第3弓枇は鍛冶枇で古代の銀浴構造を考究するよ

で貴重なものである ζ と。また、土滋基 1基の出土ぞみた乙と。

以上であるが、阪られた紙数のうえで筆足らずの報告で御理解しにくいと思うが、先津の方々の御

教示をいただきたいと存ずるものである。

来mであるが迫4糊!J謡は黒崎利男・金井文司氏が担当され、造物の整理 ・復元は小池久男 ・池田英

男 ・畔上克臣・荒井よしゑ ・深見府彦氏によって、遺物の実測は小池久鍔 -深見晴彦氏の手伝いぞ得

た。また、 編集は山口耕一 ・岩戸啓一氏にあたっていただいた。記して心からお与しを申しあげる次第

である。 金井 i& 次
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<.図版第1> 安源寺遺跡周辺〈航空写真 〉

〈図版第2~ 弥生i号土拡墓発掘状況
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図版第3 弥生l号住居枇発纏状況

〈図版第4、 弥生i号住居tI:
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〈図版第8> 古代2号住居坂
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〈図版第9> 鍍J台遭槍〈古代3号住居枇〉
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〈図版第10> 遺物出土状況〈弥生i号住居枇〉

• 
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• 

〈図版郷11，，，.， 鍛冶慶 木炭〈左〉鉄棒〈右〉
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